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ブレンデッド教育を理解しよう
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1

1-1. ブレンデッド教育の定義を理解しましょう。

➢ ブレンデッド教育とは、対面とオンラインの学習活動を効果的に

組み合わせたカリキュラムおよび授業形態の総称です。

1-2. ブレンデッド教育の授業形態の種類を理解しましょう。

⚫ ローテーション型授業：1つのコースや授業において、一定時間ごとに学生が異なる

学習形態（対面、オンライン、協働学習等）をローテーションで移動してまわる授業

形態。

⚫ 反転授業：動画教材で予習し、教室では個別指導や協働学習を行う授業形態。ロー

テーション型授業の一形態とされることもある。

⚫ 分散型授業：学生をグループ分けし、一方を対面で、もう一方をオンラインで実施

し、次回の授業でそれを交代する授業形態。コロナ禍における実験や実習で急遽必要

とされている。

⚫ ハイフレックス（HyFlex）型授業：Hybrid-Flexibleの略。対面、同期オンライ

ン、非同期オンラインが提供され、学生が自在に選択することができる授業形態。
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学習環境を整えよう

5

2-1. 自宅の学習環境を整えましょう。

➢ Windows10以上（MacOSやiOSの場合は最新のOS）のOSが搭

載されたパソコンやタブレットを用意しましょう。なお、スマホ

だけでは画面が小さく資料が見えにくい場合があります。できる

限りパソコンで受講しましょう。

➢ オンライン授業では光回線やWi-Fi環境での受講が推奨されてい

ます。モバイル通信では、通信制限がかかったり、利用料金が高

額になったりする場合もあります。注意しましょう。

➢ パソコンにカメラやマイクがついていない場合、別に準備しま

しょう。タブレットなど端末機器を複数持っている場合は、資料

閲覧・作業用の画面と、教員や他の受講生の様子を確認する用の

画面を分けると、受講しやすくなります。

2
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➢ パソコンによってはマイクの音声が聞こえにくいものがありま

す。自分の声が相手にも聞き取りやすいか、事前に確認しておき

ましょう。イヤホンやヘッドフォン（マイク付きならベター）が

あるとよいでしょう。ハウリングせずクリアです。

2-2. カメラとマイクを使いこなしましょう。

➢ カメラ位置は、自分の頭〜肩あたり（正面）が写るように調節し

ましょう。スタンドを購入したり、パソコンの下に本を積み重ね

たりするとよいでしょう。

➢ 音声はミュートに設定しましょう。マイクをオンにすると小さな

音も聞こえてしまいます（ページをめくる・タイピングする・咳

をするといった音が他の学生のノイズになります）。質問や教員

の指示があれば、ミュートを解除しましょう。

学習環境を整えよう
2



3-1. 単位制度を理解し、無理のない学習計画を立てましょう。

➢ 大学では、１単位を取得するためには、45時間の「学修」が必

要です（大学設置基準第21条）。ここで言う「学修」とは、授業中

の学習と授業時間外の予習・復習を含んでいます。つまり、授業

を受けるだけでは学習は完結せず、授業時間外に予習・復習など

を行うことが必要とされています。

➢ 授業時間外の学習時間数は授業形態によって異なりますが、講義

形式の授業の場合、授業時間の２倍の時間数が課せられるのが一

般的です。つまり、90分の講義であれば、180分に相当する予

習・復習が課されます。こうした時間を時間割上に自分で確保し

て、無理のない学習計画を立てる必要があります。

無理のない学習計画を立てよう

7
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➢ できるだけ多くの単位を早期に取得しようとして、空き時間が全

くないほど多くの授業を履修登録する学生もいます。このような

場合、睡眠時間や課外活動等の時間が削られ、日常生活に支障を

きたす場合があります。授業を取り過ぎないよう注意しましょ

う。

➢ このようなことを防ぐため、CAP制（学期中において履修できる

合計単位数の上限を設ける制度）を設ける学部もあります。履修

の手引きで確認をしておきましょう。

➢ もし、受講の継続を希望しない場合は、受講開始後に設定されて

いる、履修取消期間中に必ず取り消し手続きをとりましょう。こ

れを行わないと、GPA値が低くなり、自身の修学状況の把握や教

員による修学指導が適正にできなくなってしまいます。

無理のない学習計画を立てよう
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3-2. シラバスをよく読みましょう。

➢ 選択科目を履修する場合、各科目のシラバスの到達目標、授業計

画、授業方法、評価方法をよく読み、自分にとって本当に必要な

科目かどうか、現在の生活スタイルの中で履修可能な科目数かど

うかを考えましょう。

➢ シラバスには、どのような形態で授業が実施されるかについても

書かれています。対面授業と同時動画配信授業が連続する場合、

動画配信授業をキャンパス内の教室や自宅のどこで受講するの

か、そこへの移動時間は十分かをイメージしておきましょう。も

し、授業開始時刻に間に合いそうもない場合、事前に担当教員や

各学部窓口に相談しましょう。

無理のない学習計画を立てよう
3



4-1. 授業に関する情報は一括管理しましょう。

⚫ 各授業のオンラインID、パスワードに関する情報

⚫ 教材（URL含む）に関する情報

⚫ 教員やクラスメイトとの連絡方法に関する情報

情報は一括管理しよう

10

情報はその都度
更新しましょう。

4



4-2. 情報は構造化して管理しておきましょう。

➢ 年度や授業科目ごとにフォルダを作成して、ファイルがどこにあ

るかわかるよう構造化して管理しておきましょう。

➢ オンライン授業では、自分の作ったファイルを他者と共有する可

能性があります。ファイルには「授業科目名・タイトル・作成

者・作成日時」を明記しておくのがおすすめです。

11

情報は一括管理しよう
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5-1. 通信量を減らして接続が切れないようにしましょう。

➢ ビデオ（映像）を表示させないようにしてみましょう。それが難

しい場合、ビデオ（映像）の全画面表示をやめて、できるだけ小

さくしてみましょう。ビデオがオフになっている人だけが画面に

並ぶように設定することもできます。

➢ メインのもの以外、アプリやソフトを終了しましょう。特にブラ

ウザは閉じましょう。どうしても、複数の画面を立ち上げなけれ

ばならない場合は、事前配付された資料を印字したり、スマホと

併用したりして通信負荷を分散させましょう。

5-2. 接続が切れてしまったら再接続・再起動しましょう。

➢ 落ち着いて再度接続しましょう。それでもうまく接続できない場

合は、アプリやパソコンを再起動させてみましょう。

5
データダイエットしよう
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6-1. 課題提出時には、本文にも学籍番号・名前を書きましょう。

➢ CLEを通した提出であっても、ファイル名だけではなく、本文に

も学籍番号・名前を書くようにしましょう。採点時に教員が作業

をしやすくするためです。

6-2. 課題に必要なソフトがない場合は代替ツールを使いましょう。

➢ Office365を利用しましょう。大阪大学ではマイクロソフト社と

包括契約を結んでいます。本学学生はWindows OS、Officeなど

の製品を利用できます。

➢ スマホ用のスキャナアプリを使えば、撮影した画像をPDFに変換

できるため、手書きのノートをPDF化することができます。

➢ Googleドキュメントは、Wordと互換性があり、PDF化すること

もできます。

6
課題提出時には注意しよう
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←ここから
ダウンロード

ファイル
↓

ダウンロード
↓

PDFドキュメント

Google Documentの作成とPDF化の手順



7-1. 学問的誠実性を遵守しましょう。

➢ 学問的誠実性とは、学問に対する誠実さに関わる価値観とスキル

のことです。つまり、誠実であることに高く価値を置き、誠実で

あるためのスキルが身についているということです。

➢ これは、学問をする者が遵守すべき基本的なルールです。これが

守られなければ、人類がこれまで積み重ねてきた知が正しく継承

されなくなってしまいます。大学の定める規則に抵触すれば処分

にあたる可能性も出てきますので、くれぐれも気をつけましょう。

➢ オンラインでは、試験監督がないため、不正が起こりやすい環境

にあります。このような環境でこそ、学問的誠実性を守って行動

しましょう。

15

7
学問的誠実性を守ろう



7-2. 学問的誠実性を侵害する行為を理解しましょう。

① 剽窃（ひょうせつ）

他の人の考えや作品を適切な出典を示さずに自分のものとして

使うこと。（例）文献に書いてあった内容を引用せずに自分の

意見として論文に記載する。

② 不適切な協働作業

定められたルールに則らずに他の人と一緒に問題を解くこと。

（例）オンライン上でのテスト中、友達とLINEで相談しながら

問題を解く。

③ 複製

他の人の成果物を許可のあるなしに関わらず、複製すること。

（例）他の学生が書いたレポート内容をコピーする。

16

7
学問的誠実性を守ろう
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④ 不正行為（カンニング）

テストなどにおいて、他の人の回答を盗み見したり、閲覧が許

可されていない教科書や参考書を見たり、他人に相談したりし

て、回答すること。

⑤ 授業資料の無許可の記録・配布・公開

授業資料、授業動画や授業時の映像のURLやパスワードを無断

で第三者へ教えたり、SNS上に公開したりすること。また、許

可なく、動画を撮影して、SNS上で公開したりすること。

7
学問的誠実性を守ろう



自律的な学習者になろう
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8-1. 自分自身の学びを自分で律しましょう。

➢ オンライン授業、特に非同時型の授業では、いつでも学習ができ

るため、生活リズムが崩れ、課題を溜め込んでしまいがちです。

この場合、テスト前に詰め込み学習をすることになります。

➢ ブレンデッド教育では、自分自身が自らの学びに責任を持ち、自

らの学びを律することが求められます。このような学習ができる

人を自律的な学習者と呼びます。

➢ まずは、自分で授業時間外学習（予習・復習・課題の作成など）のス

ケジュールを決めておきましょう。KOANアプリやGoogleカレン

ダーなどのスケジュール管理アプリが役に立ちます。

➢ 生活のリズムの立て直しができないなど、困ったら自分一人で抱

え込みすぎず、助けを求めましょう。

8
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8-2. 遅刻や欠席の場合は教員に直接連絡をしましょう。

➢ オンライン授業であっても、無断欠席や友人を通じての欠席連絡

はやめましょう。自律学習は無責任学習とは違います。直接、教

員もしくはTA（ティーチングアシスタント）に連絡をしましょう。

➢ 授業によっては、欠席や遅刻によって、授業への入室許可、グ

ループ分け、録画といった作業が生じる場合もあります。事前の

連絡によって、教員もその準備を済ませておくことができます。

➢ どうしても事前に連絡ができない状況の場合、事後であっても連

絡をしておくのがマナーです。

➢ 各学部や教員によって欠席連絡の手続きが異なるため、連絡方法

を確認しておきましょう。

自律的な学習者になろう
8



8-3. 学内資源を活用しましょう。

➢ 探究学習とは自ら問いを立て、自ら問いの答えを探す学習のこと

です。授業で指示されているか否かに関わらず、自分の問いの探

究のために、図書館などの学内資源を積極的に活用しましょう。

大阪大学では、学外からでもアクセスできる電子ジャーナルなど

のリソースが用意されています。
大阪大学附属図書館 https://www.library.osaka-u.ac.jp/off_campus/

➢ 授業前後に教員やTAに質問したり、オフィスアワーを利用して

教員に個別で相談してみましょう。オンラインもしくは対面で対

応してくれるはずです。これこそ大学での学びの醍醐味です。

20

自律的な学習者になろう
8



8-4. 振り返りながら学びましょう。

➢ 定期的に自分の学習を振り返る習慣をつけましょう（毎週土曜日

など）。スケジュールがハードすぎた、学習の効率が悪かったな

どの気づきがあるでしょう。これを基にスケジュールを再調整し

たり、自分なりの学習ペースを作ったりしていきましょう。

21

自律的な学習者になろう
8



9-1. コミュニケーションツールを使いこなしましょう。

⚫ Slack…LINEのようにメッセージやファイルの送信ができるア

プリで、パソコン・スマホどちらでも使用可能です。即時性が

あるので、グループワークの際に使うと便利です。

⚫ Discord…チャットや音声通話など、招待されたサーバー内でコ

ミュニケーションをとれます。テキストチャンネル（話題ごと

のチャット）が作れるので、話題が整理されます。

⚫ LINEオープンチャット…お互いのアカウント情報を共有せずに

コミュニケーションができます。匿名性が高く、アカウントを

共有したくない人におすすめです。

⚫ Miro…ホワイトボードのように付箋を貼り付けられるツールで

す。グループでアイデアを出し合う際に活用できます。

ICTツールを使いこなそう

22

9



⚫ KOAN…大阪大学での教育に関する事柄を支援するシステムで、履

修登録やカレンダーでのスケジュールの管理、アンケートへの記

入、成績確認だけではなく、大学や教員からの連絡等、コミュニ

ケーションの手段としても使われます。

⚫ CLE…授業をIT面からサポートするための授業支援システムで、授

業の資料や映像等を確認するだけではなく、掲示板を利用して教員

や他の学生とコミュニケーションをとることができます。

⚫ BCU（Blackboard Collaborate Ultra）…CLEベースで遠隔講義

ができるシステムです。画面共有やチャット機能、挙手や反応ボタ

ン、ホワイトボード、ブレークアウトグループ機能があります。

⚫ ZOOM…遠隔講義をおこなうシステムです。CLEを経由せずにやり

取りできるので、授業時間外に学生同士でやり取りする際に便利で

す。

ICTツールを使いこなそう

23
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9-2. 記録のためのツールを使いこなしましょう。

⚫ GoodNote5…iPad/iPhone/Macとパソコン用のペンを持って

いる学生にはおすすめの手書きアプリです。ハイライトや注釈

の追加ができます。

⚫ Googleドキュメント…ウェブ上で使える文書作成ツールです。

wordとの互換性があります。PDFとしての保存も可能です。

⚫ Padlet…ウェブ上に様々な形式のファイルを保管することがで

きます。他者との共有も簡単にできるので、グループでの作業

時にも便利です。

24

ICTツールを使いこなそう
9



【状況例】

授業はBCUを使った同時型オンライン形式で、グループで１つのプ

ロジェクトに取り組むことになっている。どのようなプロジェクト

を作成するか、まだ何も決まっていない状況。グループのメンバー

とは一切面識がなく、進め方について教員からの指示もない。

【対応方法例】

CLEを利用してメンバーに連絡をとり、まずはLINEグループを作成

して、授業時間外ではLINEでコミュニケーションをとる。授業中

は、BCUとGoogleドキュメントを使って作業を進める。アイデア

を発散させたい場合は、Miroを使う。

ツールを効果的に使い分けて学習効果を高める例

25



10-1. 自分の心と身体をケアしましょう。

➢ オンライン授業では、パソコンのディスプレイを使った作業が多

くなります。これにより目や心身に影響が出る「VDT（Visual 

Display Terminal）症候群」を引き起こす可能性があります。

➢ これを避けるために、以下の点に留意しましょう。

• パソコン画面との距離は50−80cmを維持する。

• 画面の上端が目の高さと同じか、やや下になる高さに調整する。

• 作業場所の明るさを調整する（暗すぎず明るすぎないように）。

• 定期的に休憩をとる（1時間おきにタイマーをかける）。

• 1日3食定められた時間に食事をとり、栄養バランスに留意する。

• 起きる時間と寝る時間を決め、十分な睡眠時間をとる。

• 1日1回は軽い運動をする。屋外に出て日光を浴びるのもよい。

• 気分転換と運動を兼ねて大学図書館や学習スペースを利用する。

心と身体をケアしよう

26
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困ったら他者に助けを求めよう

27

11-1. 教員に相談してみましょう。

➢ 教員に質問・相談することに対して「話しかけにくい」「教員は

対応してくれないかも」「能力がないと思われたくない」と考え

る人もいるかもしれません。しかし、ブレンデッド教育は新たな

取り組みです。誰もが慣れない環境で困りごとに日々出会ってい

ます。こんな時、援助を求めることも大切な力です。教員は必ず

対応します。

➢ 授業時間内に、挙手やチャットで質問すると、他の学生にも情報

が共有されるというメリットがあります。一方で、他の学生には

あまり知られたくない場合は、後日メールで質問するとよいで

しょう。

11



困ったら他者に助けを求めよう
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11-2. キャンパスライフ健康支援センターに相談してみましょう。

➢ キャンパスライフ健康支援センターでは、様々な相談に応じてい

ます。何かに困ったり悩んだりしたとき、どこに相談してよいか

わからないときは、躊躇せず、利用してください。

11-3. ウェブサイトやメールで情報を得ましょう。

➢ 大学公式のウェブサイトやメールを常にチェックしましょう。状

況は刻々と変化しています。学内のサイトやメールを何度も確認

する習慣をつけるようにしましょう。最新の情報を入手するよう

にしましょう。

11



12-1. 授業中は、挨拶・呼びかけ・リアクションをしましょう。

➢ 画面で顔が見えたら、まずは笑顔で挨拶をしましょう。オンライ

ンでは誰に話しかけているのかがわかりにくいため、質問をして

も返ってこない場合があります。それを避けるために名前を呼ぶ

ようにしましょう（例「〇〇さんはどう思いますか？」）。

➢ リアクションボタンで拍手をしたり、チャット欄にコメントを書

いたりして、口頭表現以外のやり取りを増やしましょう。

12-2. 授業前後にフリートークの時間を作りましょう。

➢ 早めに接続したり、授業終了後もしばらく接続を切らずにいたり

して、学生同士でフリートークをしてみましょう。教員にそのよ

うな時間を作ってもらうよう頼んでもよいでしょう。

学生同士でつながろう
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12-3. 受講生同士で交流会を開催してみましょう。

➢ オンラインでは友人が作りにくいと言われますが、オンラインで

も友人を作ることは十分に可能です。勇気を出して、交流会の開

催を提案してみましょう。オンラインであれば、場所を選ばず多

人数の参加も可能です。キャンパス内でも、大学から示される

ルールを守れば、少人数での交流会が可能です。

12-4. 学内外でのイベントに参加したり、企画したりしてみましょう。

➢ 大学では、授業の場以外にも、自分とあう友人がたくさんいま

す。学内外でのイベントに積極的に参加してみましょう。

➢ イベントへの参加だけではなく、仲間を集めて企画もできると、

さらに世界は広がり、そして世界を自ら創ることができます。

こんな時代だからこそ、できることを考えて、行動してみましょ

う。

学生同士でつながろう
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